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	④分科
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1．申請資格等

	（フリガナ）
⑧氏　　名
	西川　美幸　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(◯,印)
	⑨性別
	1.男

②.女
	サイン（外国人のみ）


	⑩国籍
	日本
	⑪特別研究員採用歴
	1.有　（和暦）　　年度採用

②.無

	⑫生年月日
	昭和　50　年　 　月　 　日　生

　　（平成16年4月1日現在　28　歳）
	西暦
	1
	9
	7
	5
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	

	⑬学位
	21.博士

22.Ph.D

23.その他
	（西暦）2004年 3月

1.取得

2.取得見込
	⑭単位修得退学
	（西暦）　　   年  　月

所定の単位修得の上退学（見込）

	⑮博士課程

　種別
	①.区分制　　　2.一貫制　　　3.医・歯・獣医学系（４年制の博士課程）

（西暦）2001年　4月　（編・転）入学（見込）

	⑯学　歴
	1.平成 10 年　3月　　東京　　　　大学　　　理　　　学部　　物理　　　学科卒

2.平成 10 年　4月　　東京　　　大学大学院修士課程入学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　理学系　研究科　物理学　　専攻）

3.平成 11 年　3月　　東京　　　大学大学院修士課程退学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　理学系　研究科　物理学　　専攻）

4.平成 11 年　4月　　東京　　　大学大学院修士課程入学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　理学系　研究科　物理学　　専攻）
5.平成 13 年　4月　　東京　　　大学大学院博士課程入学（見込）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　理学系　研究科　物理学　　専攻）

6.平成 16 年　3月博士（　理学　）の学位取得（見込）

5.平成　　年　　月博士課程の所定の単位を修得の上退学（見込）

6.標準修業年限を越えるためPDに申請



	⑰研究・職歴
	1.平成12年 2 月～平成12年2月 東京大学ティーチング・アシスタント（原子核物理学）

2.平成13年10 月～平成14年2月 東京大学ティーチング・アシスタント（物理数学Ｉ）

3.平成14年 4 月～平成15年2 月 東京大学ティーチング・アシスタント（素粒子物理学）

	

	⑱日本育英会等

奨学金貸与の有無
	1.有　2.無　3.申請中
	⑲外国人留学生に対する

　奨学金等受給の有無
	1. 有　　2.無　

3.申請中(　　　　　　)


	⑳研究課題

※化学式・数式の使用は極力避けること。
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	 eq \o\ac(◯,21)大学院在学当時の所属研究室（出身研究室）選定理由書提出の有無（PDのみ）
	1.有　　②.無

	 eq \o\ac(◯,22)出身大学院の研究指導者
	（フリガナ）
氏　　名
	
	職名
	教授
	職名

コード
	0
	0
	1

	
	所属機関
	東京大学


	コード
	0
	1
	7
	2

	
	部　　局
	大学院理学系
	コード
	0
	4
	4

	（PD・SPDのみ）
	部局種別
	1.学部　　　2.学系　　　④.研究科　　　8.研究院　　　5.附置研等

6.その他（　　　　　　）

	 eq \o\ac(◯,23)採用後の受入研究者
	（フリガナ）
氏　　名
	　　　　　 eq \o\ac(◯,印)
	職名
	教授
	職名

コード
	0
	0
	1

	
	所属機関
	お茶の水女子大学

	コード
	0
	2
	0
	4
	

	
	部　　局
	理
	コード
	0
	4
	4
	

	（DC2を除く全員）
	部局種別
	①.学部　　　2.学系　　　4.研究科　　　8.研究院　　　5.附置研等

6.その他（　　　　　　）

	 eq \o\ac(◯,24)現在の

受入研究者
	（フリガナ）
氏　　名
	
	職名
	教授
	職名

コード
	0
	0
	1

	
	所属機関
	東京大学

	コード
	0
	1
	7
	2

	
	部　　局
	大学院理学系
	コード
	0
	4
	4

	（全員）
	部局種別
	1.学部　　　2.学系　　　④.研究科　　　8.研究院　　　5.附置研等

6.その他（　　　　　　）

	 eq \o\ac(◯,25)推薦書

　作成者
	（フリガナ）
氏　　名
	
	職名
	
	職名

コード
	
	
	

	
	所属機関
	
	コード
	
	
	
	

	
	部　　局
	
	コード
	
	
	

	（「現在の受入研究者」と異なる場合のみ）
	部局種別
	1.学部　　　2.学系　　　4.研究科　　　8.研究院　　　5.附置研等

6.その他（　　　　　　）

	◎連絡先

	 eq \o\ac(◯,26)現住所
	電話番号：(　　　)  　　－　　　（内線）　　　　携帯電話番号：
FAX番号：(　　　)　　　－　　　　e-mail： 

	 eq \o\ac(◯,27)所属機関名

　・所在地
	〒113-0033

文京区本郷7-3-1　東京大学大学院理学系研究科物理学専攻

電話番号：(  03　) 5841 －4138　（内線）

FAX番号：(　　　)　　　－　　　　e-mail：nisikawa@hep-th.phys.s.u-tokyo.ac.jp

	 eq \o\ac(◯,28)審査結果

　通知先
	①.現住所　　　2.所属機関　　　3.その他（下記に宛先を記入のこと）

	
	〒

電話番号：(　　　)　　　－　　　　（内線）

FAX番号：(　　　)　　　－　　　　e-mail：
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2．現在までの研究とその成果：3,000字以内で要約すること。（字数厳守。）
　①これまでの研究と成果について、研究の背景・目的・特色・独創的な点について、記載すること。また、発表した主要な論文等も含めて

　　記述すること。なお、論文を引用する場合は、「４．研究業績」のうち、どの論文を引用したかわかるよう番号等を用いて明記すること。

　　共同研究の場合は、申請者が担当する部分を明らかにすること。

　②これまでの先行研究等の論文と比較しながら、本研究の独創的な点について記載すること。

　③図表を含めてもよいので、わかりやすく記述すること。

　④DC１申請者は、発表した主要な論文を修士論文（作成中のものを含む。）として差し支えない。ただし、その場合は、「修士論文」である

　　旨を必ず明記すること。

	中学1年のころ高安秀樹著「フラクタル」と出会い、中3の自由研究で量子力学をテーマにして以来、研究職志望です。当時、中嶋貞夫先生の教科書など数冊を独習しました。高校では物理部に所属し、「カオスの中の秩序」等を参考に光線追跡法やカオス、フラクタルを使ったＣＧを全部一人で自作しました。東大の合格発表直後から相対論の原論文を読み、サークルでも数学や物理を自主的に学んできました。学部4年次には、素粒子論で流行の「超対称変換」が離散的な変数変換に過ぎないことを、「固体物理学Ｉ」レポートで偶然導きました。私の興味は数理物理に近く、当初の指導教官には興味分野で論文を書くことが許されなかったため修士1年を退学して同じ東大の同専攻に分野を変えて入学しました。セミナーでは毎週発表し、必要単位は必修も「場の量子論Ⅱ」などの選択もすべて優で取得していましたが帳消しになりました。

当時超対称性が専門の教授に「変な人は来てほしくない」など差別発言をうけました。現在も自分の研究に適切な助言をして下さる教官はいません。超対称粒子の実在を信じる指導教官には3年間論文を無視され、発表論文がないため昨年自信作を投稿したものの博士号早期取得申請資格もありませんでした。

修論では、当初指導教官から薦められたテーマは物理的事実と思われなかったためすべて削除しました。結局、必要最小限の仮定に基づく量子重力という現在も研究中のテーマを選び、自分で買った教科書を参考にレビューしました。

結論からいえば、重力子を特別扱いせず、時空の曲がりを仮定せずに光子と同様に扱える S. Weinberg の約40年前の論文が最も優れていると思います。また具体的に量子重力効果を計算した J. Donoghue の結果も有益でした。1年前に自著していた単名論文１．「繰り込みと真性特異点」も載せました。

その要旨：

通常の次元勘定において運動量は次元１である。しかし真性特異点などではn回微分した後の冪がn下がらないから、微分演算子の次元というのは作用する対象が明示されない限り意味を持たない。

ポテンシャルV(r)をもつシュレーディンガー方程式をみたすＣ２級固有関数y(r)が少なくとも１つ存在するとき、可能なポテンシャルの特異点を分類した。１次元ならy"/y=V(r)だから、重要なのはy自身ではなく比y"/yである。例えばyがTaylor展開可能な場合、定数項と線形項は２回微分で消えるので、その係数が０か否かにより場合分けが必要である。特異点にも極、任意の実数冪、log型、位数が無限大のものなど種々ある。それらを組み合わせて、更に複雑なものも作れる。四則演算と合成について閉じた一般的な形を構成した。これはひとつの展開にいくつもの無限級数を含み各項は部分的に昇冪の順になっている。この場合 r → 0でV → rν, -2＋ε≦ν;  -1≦ν（-εはlog rのような無限小の負冪）となりポテンシャルの形（冪や符号）に制限がつく。変数変換すれば長距離極限も扱えて、N次元では約１０通りの場合がある。またこのようにLipschitz連続でない場合は一般に微分方程式の解の一意性も保証されないから、ゲージ不定性の起源とも関係がある。


                                                           申請者氏名　　西川　美幸　　　　　　　　　　　　
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	博士では孤立しながらもこの研究を続けておりましたが、昨年7月に大きな進展がありプレプリント２．「Alternative to Higgs and Unification」を出しました。つぎにそれについて要約します。

標準理論のあらゆる素粒子対の２体問題を考える。スピンを無視し、時間によらない球対称なU(1)ポテンシャルφ(r)を持つKlein-Gordon方程式に対して、自由場のラグランジアンが有界となるような固有関数R(r)を要請する。今度はこのRが新しい力 ∝－∇Rを生む…とき、可能なφ(r)の冪を分類すると、長距離極限で

定理１ 支配的な逆２乗力を感じるボソンは、逆２乗力を生めない。

定理２ もし重力が支配的でなければ、湯川型の短距離力の電荷をもつボソンは、長距離力の電荷を併せ持つか、さもなければ（換算）質量０である。
が示せる。これをニュートリノに適用できれば興味深い。こうしてSU(2)L× U(1)の統一が、必然的に示せる。

つぎに漸近展開の縮退を利用したヒッグス機構の起源を提案した。従来の真空の相転移に起因するものと異なり、２体問題でもなりたつ。カラー閉じ込めも、自由場項が有界なことから示せそうである。

さらに西川は、重力ポテンシャルを積分定数項a+b/rとして再定義してみた。K-G方程式にはその２乗が現れる。b∝ＭＸ+ＭＹとして換算質量でスケールすれば１次項からはニュートン項が生じ、かつ質量０の光子も重力を感じられる。２次項はシュワルツシルト補正になる。こうして平坦時空でも重力が扱えて、ブラックホール解はない。

とくに最後の結果は、S. Weinberg の結果と併せれば懸案の問題（ブラックホールの実在性）に明確に答えるもので、後日Veltman 氏の講演で拝聴した考えとも近いと自負しております。ニュートリノの質量が小さい理由は指導教官の主要業績と異なりますが、私のプレプリントの10日後に出たS. Weinberg のプレプリントの主張「エネルギー運動量テンソルの非球対称成分を無視すれば、解析性からνは質量0でなければならない」とは、一致します。詳しくは私設http://nisimiyu.net をご覧ください。流行の超対称理論に入学当初から否定的なためか論文が通り難いのですが、超対称粒子の有無は2007年稼動予定のＬＨＣで確かめられます。その結果もし超対称粒子やヒッグス粒子が発見されなければ、私の予言が当たったことになるのでそのときはＳＰＤか常勤職に採用していただきたいと思います。
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3．これからの研究計画

　①どのような研究計画で、何を、どこまで明らかにしようとするのか、具体的に記入すること。

　②共同研究の場合は、申請者が担当する部分を明らかにすること。

　③次年度に研究機関を異にする場合、もしくは一定期間他の研究所等（外国の研究機関等を含む。）において研究に従事することを予定し

　　ている場合はその旨を記載すること。

	(1) 研究目的（研究の背景及び国内外の研究状況等を含む。）：600字以内で要約すること。（字数厳守。）
重力を含む素粒子標準模型の構築については、２０年以上前から盛んに研究されてきている。中でも超対称性を仮定した大統一理論や超弦理論が流行しているが、私が望むのは必然性のない「結合定数がひとつ」という意味の統一ではなく「重力を自然に取り入れ無矛盾に記述できる」という意味の統一理論である。超弦理論というのは一般共変性を出発点におくものであり、この仮定は強すぎて明らかにトポロジカルな量しか保存しない。当然現実界の距離依存性に反する。超弦理論は、現実界を良く記述する標準理論と相容れない。故に必然的にこの仮定を除き、必要最小限の仮定のみから出発しなければならない。過去の研究でもっともこの目的に一致するのは、おそらくS.Weinberg の約４０年前の論文であり、S行列のローレンツ不変性のみから等価原理やアインシュタイン方程式を導いている。時空の曲がりを仮定せず、重力を特別扱いしない。逆にR.Waldによれば、計量は平坦時空に近くなければ正エネルギー条件に反して矛盾する。J. Donoghueは、ニュートンポテンシャルに対する１ループ量子補正を計算したがこれは古典的シュワルツシルト補正をも含んでいる。ブラックホールの実在性についてもそろそろ真偽を明らかにするべきである。

	(2) 研究内容：1,000字以内で要約すること。（字数厳守。）

ヒッグス場は、標準理論のなかで唯一実験的に未発見であり、その起源や素粒子であるか否かすら明らかにされていない謎のスカラー場である。しかし殆どの素粒子はヒッグス場が真空期待値を持つことにより質量を獲得するのであるから、明らかに重力とも関係がある。これは従来の教科書では明示されていなかった問題意識であるが、私には重要と思われる。

ところでニュートリノが質量をもつか否かは、昨年度のノーベル賞に関係する興味深いテーマである。質量があるとのスーパーカミオカンデでの初めての発表は1998年夏のことで、私が初めて院試を受ける直前であった。私はその記事を読んでから、４年生の特別演習で私を担当されていた現在の指導教官（シーソー機構の発案が主要業績）を第１志望にすることをやめ、無断で変えて出願した。各国で行われてきた多くの実験結果のほとんどはニュートリノの質量がほぼ０だという上限を決めたのみであることを調べ、スーパーカミオカンデやホームステイク実験など２、３の例外は、定量的というにはあまりにも仮定が多すぎる間接的な過程の寄せ集めに思えたからである。また、質問に対する指導教官のお答えに納得できずに同じ質問を他二人の先生方にしてみた結果も考慮し、指導教官のように必然性のないモデルを数打てば当たる式に作る現象論は私の興味に合わない、必要最小限の仮定から数理的に理論を構成したい、と感じて変更した。現在も超対称性やインフレーションなど指導教官の研究の多くは疑わしいものであり（先生も認めている）、この選択は正しかったと思う。しかし他の先生方には断られた結果、今に至っている。私は幼少時から理論物理の研究職を志してきた。もし私の考えが誤りなら、すぐに針路変更する。しかし現状のように学問の自由が認められず公平な評価を受ける機会もないまま生涯学歴上の差別を受けるのかと思うと、いたたまれない。東大の素粒子論研究室では20年前から超対称理論や超弦理論など荒唐無稽な理論が流行しており、宗教団体に関わって死刑判決を受けた先輩や自殺者もいる。

話を戻す。私はスピンや重力を無視すればニュートリノの質量は0になることを示した。

ヒッグス問題の解決にもなると思う。大雑把な議論なので厳密化が今後の課題である。
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	(3) 年次計画：800字以内で要約すること。（字数厳守。）
（１年目）
必要最小限の仮定に基づく量子重力をとりいれた標準理論について研究する。すでに投稿済みの論文があるので場の理論的にさらに厳密に検討する。とくにもしニュートリノの質量が０ならば、レプトンについてCPの破れが観測されていない現状を説明できる。クォークのCPを破る小林‐益川理論は正しいと思う。しかし私は、レプトンについてはCPが厳密に保存すると考える。これは、クォークと異なり弱い力のみを感じるニュートリノはもし質量をもつとすれば質量項が発散してしまい自己矛盾するからである。前述の論文から、この矛盾を避ける可能性はスピンか重力の効果しかないことがわかるのでこれについて計算する。

（２年目）

先日世界最高ルミノシティーを達成したBELLE 実験の解析も、進んでいることであろう。小林‐益川行列のわずかに0でない値が観測されている非対角成分について、その値を説明する理論はまだない。しかし単位行列に近いので、おそらく摂動論的な補正の効果なのであろう。このように標準理論のラグランジアン自体が、真のラグランジアンから導かれる有効ラグランジアンである可能性について検討する。極めて難しい問題である。

（３年目）（DC２は記入しないこと）

翌年にLHCが稼動し始める予定の年である。多くの超対称粒子を見つけることが期待されているが、これらの理論には必然性がないと思う。私は地道に標準理論の必然性について検討を続けたい。特に、素粒子毎に異なる質量などのパラメーターを精密に決める実験と直接関連する計算に取り組みたい。

	(4) 研究の特色・独創的な点：800字以内で要約すること。（字数厳守。）
　私は中学生のころから一貫して、独自に研究を続けて来た。先生や親兄弟の助けを借りることなく優れた本を独学した。家族全員理系で、父は幼少時に両親をなくしたが名古屋大学数学科大学院の難しい試験に合格し妹を養いながら論文を書いた（小林誠先生の一歳年上）そうなので適性には自信がある。日本数学オリンピック本選にも出場した（研究室の同級生に他にはいない）が、合格者100人弱のうち半数くらいは医学部に進学してしまった。私も慶応大学医学部に合格したが、昔から好きだったので理論物理の道を選んだ。東大では早くから専門の勉強をしたかったため、自然科学研究会と物理学研究会の両方で自主輪講会などをした。これも同学年には他にいない。流行の超対称理論に入学当初から反対していたため共同研究したことはなく、論文を3年間無視されたりと差別されているが、独創的な研究がなかなか認められないのは世の常である。研究室では超対称理論の研究で飛び級した人が2人いるが、私は学部4年の時これが単なる離散的変数変換に過ぎないことを導いた。指導教官と対立するため私には申請資格もなかった。基礎を軽視する上手な詐欺師ばかり成功する世界のようで絶望的な気分になる。これでは後輩にも勧められない。

　昨年の論文は自信作だが、説明するスペースがない。私設 http://nisimiyu.net からダウンロードしていただきたい。ホームページの用語解説欄では、自発的対称性の破れを相転移を用いない独自の視点で説明した。高校生くらいから読めると思う。Q＆Aコーナーでも故意に賛否両論ありそうな個性的な答え方をしてみたところがある（業績にならないので休止中）。
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4．研究業績

	(1) 学術雑誌等（紀要等は除く。）に発表した論文（採録決定・査読中のものを含む。）

共著の場合、申請者が中心的な役割を果たした論文のみ記載すること。

①著者（申請者を含む全員の職・氏名を、論文と同一の順番で記載すること。）、題名、掲載紙名、年月、巻号、頁を記入し、申請

　者にアンダーラインを付すこと。

②出版前の学術雑誌等については、採録決定・査読中の別を明記し、本欄に記載すること。ただし、採録決定されたものについて

　は、受理証明書（メールのみでの受理証明の場合は、プリントアウトしたもので差し支えない。）をP.8の後に添付すること。

　なお、日本語・英語以外の受理証明書は和訳をつけること。

③学術雑誌等に発表した論文がない場合、(3)の欄に紀要等を記入すること。

④学会誌等における紙上発表については、その旨を明記して、この欄に記載すること。

　 Miyuki Nishikawa (Univ. of Tokyo, D2), On singular potential of the Schrödinger equation, Modern Physics Letters A （査読中）。

西川　美幸（東京大学博士課程3年）、「量子重力とニュートリノ質量の

意外な関係」、日本物理学会誌（投稿準備中）。
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	(2) 国際会議において発表した論文

　　国際会議において口頭発表あるいは、ポスター発表をした場合は、共同研究者（全員の氏名）、題名、発表した学会名、場所、年月

　をこの欄に記載すること。なお、査読のある会議で発表をした場合は、既発表・採択決定・査読中の別を明記すること。

Miyuki Nishikawa (Univ. of Tokyo, D1),
   `Quantum Gravity with Minimal Assumptions’, Proceedings of the 

   11th Workshop on General Relativity and Gravitation, Waseda 

   University, Tokyo, Japan, January 2002, p.428-431. hep-th/0202086.
Miyuki Nishikawa (Univ. of Tokyo, D2),

     ` Alternative to Higgs and Unification’ （主要論文）、

　 preprint hep-th/0207063. 上記論文の要旨は

　 Proceedings of the 12th Workshop on General Relativity and Gravitation,

   University of Tokyo, Tokyo, Japan, December 2002（印刷中，全5頁）、 

　「素粒子論研究」106巻5号110頁に掲載。

	(3) 学会において口頭発表もしくはポスター発表した論文、紀要等に発表した論文

　①学会において口頭発表あるいは、ポスター発表をした場合は、共同研究者（全員の氏名）、題名、発表した学会名、場所、年月

　　をこの欄に記載すること。なお、査読のある会議で発表をした場合は、既発表・採択決定・査読中の別を明記すること。

　②紀要等に発表した論文については、その旨を明記して、この欄に記載すること。

　③特許等の業績については、この欄に記載すること。

西川 美幸（東京大学博士課程１年）、

繰り込みと真性特異点、研究会「場の量子論の基礎的諸問題と応用」、

京都大学基礎物理学研究所、2001年12月（ポスター発表）、

preprint hep-th/0110095。

上記論文の要旨は「素粒子論研究」105巻4号118頁に掲載。

西川 美幸（東京大学博士課程２年）、Alternative to Higgs and Unification、研究会「場の理論の数理とその応用」、京都大学数理解析研究所、2002 年
10 月（講演）。

西川　美幸（東京大学博士課程２年）、必要最小限の仮定に基づく量子

重力理論の構成に向けて、日本物理学会、立教大学、2002年9月（講演）。

西川　美幸（東京大学博士課程２年）、ヒッグス機構を用いない量子重力

および電弱統一理論の構成、研究会「場の量子論の基礎的諸問題と応用」、

京都大学基礎物理学研究所、2002年12月（ポスター発表）。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者氏名　　　西川　美幸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
－８／８－
平成１６年度日本学術振興会特別研究員　　　　　　　　　　　 ①申請資格　 SPD・PD・DC２・DC１  
申請者に関する推薦書

　推薦書作成者は、申請書の「現在の受入研究者」と同一であること。ただし、申請資格SPD・PDにあっては、申請者の研究をよく理解している研究者であれば、「現在の受入研究者」以外であっても差し支えない。また、申請資格DC２・DC１で現在、研究指導の委託により他大学等において研究指導を受けている場合は、「現在の受入研究者」が委託先の受入研究者と連絡をとって作成すること。

②　所属機関：                                大  学　　　　    　　　　学部・研究科・研究所
                                              研究所
         　 職：                 　                                     氏名：                 　　　　　　　
	③申請者

　氏　名
	④申請者との関係（「現在の受入研究者」と異なる場合記入）



	⑤研究課題（申請書の「研究課題」を記入）



	⑥申請者の研究課題について、その背景、解決すべき問題点、研究課題の位置づけ、申請者が取り組ん

　でいる研究内容などについて記入してください。


（推薦書作成上の注意点）
　　　＊　①申請資格欄に、該当する資格を○で囲んでください。（原本・写しとも朱書してください。）

· 　本推薦書作成の際には、黒インク又は黒ボールペンで丁寧に日本語で記入してください。（ワープロ等で作成する場

　合も直接本推薦書に印字してください。)

· 　写しは3部（A4版、両面コピー）とり、本書及び写しを併せて封筒（角2）に入れ厳封の上、申請者が作成する申

　請書に添付してください。（封筒の表に申請者名と推薦者名を記載してください。）
· 　本推薦書は、審査の重要な資料となるので、当該申請者についてできるだけ具体的かつ明確に記入してください。

　（DC1の場合、研究業績は未完成のものが多いと思われるため、特に詳細に書いてください。）
· 　本推薦書は、本書以外に新たに用紙を加えることはできません。

－９－

	⑦申請者の研究態度、研究の進捗状況、研究能力などについて、特に独創的又は特徴のある点を記入し

　てください。

　（その研究が共同研究である場合は、特に申請者の当該共同研究において果たした役割及びその寄与の程度が分かるように記入して

　　ください。）



	⑧申請者の資質、将来性、長所、短所について記入してください。

	⑨推薦順位について(DC２及びDC１のみ記入｡  本年、貴殿が推薦された申請者(DC２又はDC１)について、それぞれの推薦順位を必ず記入してください｡  なお、推薦された申請者が１人の場合にも「１名のうち第１位」と記入してください。また、推薦順位は、他の申請者の推薦書に同じ順位をつけないでください。)
　

　推薦DC２　　　　名のうち第　　　　位　　　　推薦DC１　　　　名のうち第　　　　位


　・以下については、DC１のみ記入してください。

	⑩　候補者に対する指導方針

	11 大学院修士課程（一貫制の場合は博士課程）の入学試験の成績について「専攻」単位においてどの

　程度の成績であったか該当する項目を○で囲んでください。
　　　合格者　　　　　　　名中の

　　　ｧ)上位５％程度　　ｲ)上位６％～１０％程度　　ｳ)上位１１％～２０％　　ｴ)２１％～
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別紙

大学院在学当時の所属研究室（出身研究室）選定理由書

①　PD申請者で、大学院在学当時の所属研究室（出身研究室）を、やむを得ず選定する者のみ

　作成すること。（P.８の後に添付すること。）

2 1,600字以内で要約すること。（字数厳守。）

3 右下を黒で塗りつぶすこと。
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